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１．はじめに 

2013年 3月 16日に米国特許制度が先願主義へ移行しました。その結果、出願人は先行技術に

係る拒絶理由を克服するために発明日を頼みの綱にすることはできなくなると共に、USPTOの審

査官が拒絶理由の根拠として利用できる先行技術の範囲が拡大されます。 

 

USPTO は、2013 年 2 月 13 日、AIA の最終審査ガイドラインと、AIA の Final Rule とを 2013

年 2 月 14 日に官報に掲載しました。これによれば、特許出願において、2013 年 3 月 16 日以降

の有効出願日を有するクレーム発明が一つでも存在する場合、当該特許出願に対して AIA laws

が適用されます。この場合、たとえプロセキューション時に当該クレーム発明が削除されたと

しても、AIA 35 U.S.C. 102 及び 103 がすべてのペンディングクレーム発明の特許性判断時に適

用されます。 

 

AIA law が適用されるか否かは、Final Rule（37 C.F.R. 1.55 and 1.78）に規定の"transition 

applications"*1をファイルする場合、特に留意すべきです。このことについて、以下に説明し

ます。 

 

【全３頁】 

 

                                                   

*1 Applications filed on or after March 16, 2013, that claim priority to or the benefit of the filing date of an 

earlier application (a foreign, U.S. provisional, U.S. non-provisional, or international application designating 

the United States) that was filed prior to March 16, 2013 ― i.e., under 35 U.S.C. 120, 121, or 365(c) 

米国先願主義移行に伴う"transition application"と自発補正に関する留意事項 


